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Minds 医療情報サービス 小児急性中耳炎「やさしい解説」から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

難聴は大きく分けると 

 
 

の３つに分けられます 

 

 

伝音性難聴とは、外耳（耳介～外耳）と鼓膜及び 

中耳の障害による難聴です。 

音を聞くための神経には異常がないので 

治療できる可能性があります。 

中耳炎などによる難聴がこれにあたります。 

伝音難聴 

混合難聴 感音難聴 伝音難聴 

難聴 



難聴に対する対応 

1. 中耳炎などによる難聴（伝音難聴）の場合は、 

治療により聴力を改善できる場合 

があります。 

2．難聴の程度が中等度以上の場合は、 

補聴器を装用し、聴覚専門の療育・ 

教育機関に通うことをすすめています 

 

３・重度の感音難聴で、補聴器を装用しても効果がない

場合は、人工内耳手術を行う場合

があります           

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

                   

 

 

 

内耳又は聴覚神経に障害がある難聴で、 

治療が困難な難聴です 

感音難聴 

伝音難聴と感音難聴の両方の特徴をもった難聴です 

WANPUG 

混合難聴 
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